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■中央運動公園グラウンド階段設置工事　７３万円

　世代を超えて楽しめるスポーツ広場として、多くの団体に利用

　されている中央運動公園の北側スタンドの中央付近に階段を設

　置する。グラウンドゴルフ大会では、スタンドを１００人以上

　の方が利用され、安全を考慮してスムーズに上り下りができる。

■中央運動公園通路階段手すり設置工事　１３０万円

　みどりの館から中央運動公園に上る階段に手すりがなかったた

　め、転倒を防ぎ、歩行や動作を支え安心して上り下りができる

　ように設置する。

◎中央運動公園施設管理事業　　２０３万円

令和６年６月
議会議案の
審議結果
（一部抜粋）

議案第４６号

議案第４８号

議案第４９号

議案番号 提　　　出　　　議　　　案 審議の結果

議案第４７号

議案第５４号

賛成全員

賛成全員

賛成全員

賛成全員

賛成全員

有田町ひとり親家庭等医療費助成に関する条例の一部を改正する条例につ

いて
　　佐賀県ひとり親家庭等医療費助成補助金交付要綱の一部改正に伴い、ひ
　　とり親家庭等が後期高齢者医療の対象になるとき、助成の対象にすること
　　となったことによる改正。

有田町廃棄物の減量推進及び適正処理等に関する条例の一部を改正する条

例について
　　有田町リサイクルプラザにおいて、草類、剪定枝をおがくず等にリサイクル
　　して販売することにより、ごみ焼却量と二酸化炭素の削減、リサイクル率
　　向上を図るとともに、販売収入額を一般廃棄物の経費に充てることができ
　　るようにする改正。

有田町が設置する一般廃棄物処理施設に係る生活環境影響調査結果の縦覧

等の手続に関する条例の一部を改正する条例について
　　災害発生時に、ごみの仮置場にて仮設の破砕機等を設置する場合に必要な
　　県の設置許可に関し、手続に要する期間を短縮し、迅速な設置ができるよ
　　うにする改正。

有田町過疎地域における固定資産税の課税免除に関する条例の一部を改正

する条例について
　　過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法第２４条の地方税の課税
　　免除又は不均一課税に伴う措置が適用される場合等を定める省令の一部改
　　正に伴う改正。

令和６年度有田町一般会計補正予算（第１号）について
　　歳入歳出を３億３１６万円増額し、予算総額を１３３億６７１６万円とする。
　　価格高騰対応重点支援（調整給付）給付金事業、企業誘致対策事業、価
　　格高騰対応重点支援（新規の住民税非課税等世帯）給付金事業などを増額、
　　社会資本整備総合交付金事業、県営街路事業などを減額。

令和６年度補正予算ピックアップ

▲中央運動公園グラウンド
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　コミュニティバスは平成１２年６月に旧有田町

で運行が開始され、平成１８年３月の合併後は旧

西有田町の一部に運行エリアを拡大して運行し

ている。利便性の向上については、有田町地域

公共交通会議で協議を行い、路線や運賃、時刻

表の改定等が行われている。

　このほど、平成１８年に購入した２号車（小型

２９人乗り、走行距離８６万㎞）のエンジンが故

障し、修理が不可能となったため、新たに小型

バス１台を購入する予算が承認された。

　購入・整備の後、令和７年より運行開始の予

定となっている。

★コミュニティバス等運行事業 /車両新規購入　　１６００万円

　有田町では、陶器市など、町内イベント時で

の観光客向けのトイレ不足が課題となっており、

例年その課題に取り組まれている。

　特に東出張所前トイレについては、時間帯に

より行列ができていたところであり、仮設トイ

レの増設や和式から洋式への変更、男女別設置、

各店舗所有トイレの使用などの工夫が重ねられ

たが、常設トイレの行列の解消には至らず、対

策として東出張所前のトイレ改修工事を行うこ

とになった。この改修で、待ち時間、行列の解

消や観光客の満足度の向上を図るものである。

★観光振興事業　　１５００万円　
（地方債１３００万円、ふるさと応援基金繰入金２００万円）

　この事業はＮＰＯ等の民間団体が創意工夫し

て行う居場所づくりや、こどもの可能性を引き

出す取り組みへの効果的な支援方法等を検証す

るためのモデル事業であり、先進的な取り組み

を対象とする。国の令和４年度第２次補正予算

にて創設され、令和６年度も予算化される予定

となった。

※令和６年度は、能登半島地震被災地を重点的

に採択されることになっているが、今回、町内

団体よりモデル事業への応募の要望があり、町

で予算化し応募する。

★ＮＰＯ等と連携したこどもの居場所づくり支援モデル事業　５００万円
（国庫支出金　５００万円　補助率　１０/１０）

▲コミュニティバス

▲東出張所前トイレ

▲こどもの居場所
　キッズスペース

▲キッズキッチン

クローズアップクローズアップ
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（
委
員
会
構
成
議
員
　
５
人
）

委

員

長
　
手
塚
　
英
樹

副
委
員
長
　
諸
隈
　
洋
介

▼
令
和
５
年
度
有
田
町
公
共

　
下
水
道
事
業
会
計
決
算
認

　
定

手
塚
委
員
　
汚
水
処
理
原
価

　
と
使
用
料
単
価
の
乖
離
は
。

上
下
水
道
課
長
　
汚
水
処
理

　
原
価
は
経
費
の
動
力
費
で

　
燃
料
費
の
高
騰
が
原
因
。

▼
令
和
５
年
度
有
田
町
農
業

　
集
落
排
水
事
業
会
計
決
算

　
認
定

樋
渡
委
員
　
楠
木
原
地
区
の

　
農
業
集
落
排
水
と
公
共
下

　
水
道
を
つ
な
ぐ
計
画
は
あ

　
る
の
か
。

上
下
水
道
課
長
　
楠
木
原
地

　
区
の
農
業
集
落
排
水
を
公

　
共
下
水
道
と
つ
な
ぐ
と
経

　
費
が
安
く
つ
く
の
で
は
と

　
の
議
論
が
あ
る
。
今
年
度
、

　
調
査
す
る
予
定
で
あ
る
。

▼
令
和
５
年
度
有
田
町
水
道

　
事
業
会
計
決
算
認
定

松
尾
委
員
　
今
年
度
か
ら
水

　
道
料
金
を
15
％
上
げ
た
。

　
漏
水
を
防
ぐ
老
朽
管
の
交

　
換
は
。

上
下
水
道
課
長
　
今
年
度
、

　
国
庫
補
助
を
入
れ
て
大
規

　
模
な
老
朽
管
の
布
設
替
え

　
を
南
原
地
区
、
上
山
谷
地

　
区
で
行
う
予
定
で
あ
る
。

松
尾
委
員
　
大
山
地
区
は
水

　
道
管
の
接
続
が
難
し
い
。

　
水
道
管
の
布
設
な
ど
人
口

　
増
に
つ
な
が
る
計
画
を
。

上
下
水
道
課
長
　
長
期
計
画

　
で
水
道
の
更
新
工
事
に
つ

　
い
て
は
計
画
し
て
い
る
。

　
人
口
増
に
つ
な
が
る
よ
う

　
に
考
え
て
い
き
た
い
。

▼
令
和
６
年
度
有
田
町
一
般

　
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

岩
尾
委
員
　
ク
リ
ー
ン
パ
ー

　
ク
運
営
事
業
の
医
薬
材
料

　
費
の
説
明
を
。

住
民
環
境
課
参
事
　
飛
灰
の

　
中
に
重
金
属
や
カ
ル
シ
ウ

　
ム
が
濃
縮
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
を
除
去
す
る
の
た
め

　
　
　
　
　
　
に
炭
酸
ソ
ー

　
　
　
　
　
　
ダ
を
大
量
に

　
　
　
　
　
　
使
用
す
る
。

　
　
　
　
　
樋
渡
委
員
　
活

　
　
　
　
　
　
力
あ
る
結
い

　
　
　
　
　
　
の
里
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
推
進
事
業
で
、

　
　
　
　
　
　
以
前
、
西
地

　
　
　
　
　
　
区
で
行
わ
れ

　
　
　
　
　
　
て
い
た
農
業

　
　
　
　
　
　
ま
つ
り
は
で

　
　
　
　
　
　
き
な
い
か
。

　
　
　
　
　
農
林
課
長
　
活

　
　
　
　
　
　
力
あ
る
結
い

　
の
里
づ
く
り
推
進
事
業
は

　
機
械
の
更
新
の
ほ
か
、
農

　
家
・
消
費
者
が
一
体
と
な

　
っ
た
お
祭
り
も
対
象
で
あ

　
る
。
コ
ロ
ナ
禍
も
あ
り
農

　
業
ま
つ
り
の
実
施
は
難
し

　
く
な
っ
た
た
め
、
今
の
と

　
こ
ろ
予
算
化
は
し
て
い
な

　
い
。

諸
隈
委
員
　
地
域
お
こ
し
協

　
力
隊
（
窯
業
の
担
い
手
育

　
成
）
は
今
後
募
集
し
な
い

　
の
か
。

商
工
観
光
課
長
　
現
在
募
集

　
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な

　
い
。
事
業
を

　
自
由
に
進
め
　

　
さ
せ
る
こ
と

　
が
前
提
と
い
　

　
う
意
見
も
あ

　
る
。
担
い
手

　
不
足
の
問
題

　
は
あ
る
の
で
、

　
今
後
も
考
え

　
て
い
く
。

諸
隈
委
員
　
自

　
由
な
形
で
事

　
業
遂
行
す
る

　
に
は
委
託
で

　
も
い
い
の
で

　
は
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
地
域
お

　
こ
し
協
力
隊
は
町
が
直
営

　
で
行
う
場
合
と
、
委
託
で

　
行
う
場
合
が
あ
る
。
委
託

　
は
、
あ
る
程
度
自
由
に
動

　
い
て
い
た
だ
け
る
。

岩
尾
委
員
　
町
営
住
宅
等
長

　
寿
命
化
事
業
減
額
の
説
明

　
を
。

建
設
課
長
　
国
庫
補
助
金
の

　
内
示
通
知
に
よ
る
減
額
で

　
あ
る
。
令
和
6
年
度
分
は

　
東
園
町
営
住
宅
の
長
寿
命

　
化
事
業
で
あ
る
。

産
業
建
設

　
　
常
任
委
員
会

商
工
、
環
境
、
農
林
、
土
木
建
設
、

上
・
下
水
道
、
農
業
集
落
排
水
、

浄
化
槽
、
宅
地
分
譲
な
ど
に
関
す

る
こ
と
に
つ
い
て
審
議
し
ま
す
。

▲東園町営住宅

６月定例議会委員会審議

▲有田町リサイクルプラザ基幹的設備改良等工事
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（
委
員
会
構
成
議
員
　
５
人
）

委

員

長
　
藤
　
誠
一
郎

副
委
員
長
　
松
永
　
俊
和

▼
有
田
町
手
数
料
条
例
の
一 

　

部
を
改
正
す
る
条
例

梶
原
委
員
　
改
正
内
容
の
説

　
明
を
。

健
康
福
祉
課
長
　
令
和
６
年

　
４
月
か
ら
、
居
宅
介
護
支

　
援
事
業
者
が
指
定
介
護
予

　
防
支
援
事
業
者
と
し
て
町

　
の
指
定
を
受
け
、
介
護
予

　
防
支
援
事
業
を
行
う
こ
と

　
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
指
定
を
受
け
た
場
合
、
町

　
内
５
事
業
所
で
も
要
支
援

　
者
１
、
２
の
方
の
ケ
ア
プ

　
ラ
ン
を
立
て
る
こ
と
が
で

　
き
る
。
こ
の
指
定
、
更
新

　
の
審
査
に
係
る
事
務
手
数

　
料
に
つ
い
て
新
た
に
定
め

　
る
た
め
、
一
部
を
改
正
す

　
る
。

▼
有
田
町
ひ
と
り
親
家
庭
等

　

医
療
費
助
成
に
関
す
る
条

　

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

　

例
福
島
委
員
　
ひ
と
り
親
家
庭

　
　
　
　
等
が
後
期
高
齢
者

　
　
　
　
医
療
の
対
象
と
な

　
　
　
　
る
の
は
ど
う
い
う

　
　
　
　
場
合
か
。

　
　
　

子
育
て
支
援
課
長
　

　
　
　
　
ひ
と
り
親
の
父
ま

　
　
　
　
た
は
母
お
よ
び
そ

　
　
　
　
の
児
童
に
つ
い
て
、

　
　
　
　
児
童
が
18
歳
の
年

　
　
　
　
度
末
ま
で
医
療
費

　
　
　
　
を
助
成
す
る
制
度

　
　
　
　
で
あ
り
、
こ
の
父

　
と
母
が
後
期
高
齢
者
医
療

　
の
対
象
と
な
っ
た
場
合
と

　
い
う
こ
と
で
あ
る
。
現
在
、

　
町
内
に
該
当
世
帯
は
な
い
。

　
県
内
の
１
市
町
で
対
象
者

　
が
あ
っ
た
た
め
、
県
に
合

　
わ
せ
て
改
正
す
る
。

▼
令
和
６
年
度
有
田
町
一
般

　

会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

梶
原
委
員
　
物
価
高
騰
対
応

　
重
点
支
援
給
付
金
（
調
整

　
給
付
）
の
内
容
説
明
を
。

健
康
福
祉
課
長
　
６
月
か
ら

　
所
得
税
が
３
万
円
、
住
民

　
税
が
１
万
円
の
定
額
減
税

　
が
行
わ
れ
る
。
こ
の
定
額

　
減
税
可
能
額
に
満
た
な
い

　
方
に
対
し
、
満
た
な
い
分

　
の
給
付
を
行
う
。
全
額
国

　
庫
負
担
と
な
る
。
議
会
議

　
決
後
、
７
月
以
降
に
該
当

　
者
へ
確
認
書
等
を
送
付
し
、

　
随
時
給
付
す
る
。

藤
委
員
　
婦
人
の
家
運
営
費

　
が
増
額
補
正
さ
れ
て
い
る

　
が
、
受
益
者
負
担
金
等
の

　
見
直
し
が
必
要
で
は
。

生
涯
学
習
課
長
　
婦
人
の
家

　
は
平
成
元
年
に
建
設
し
て

　
お
り
、
老
朽
化
も
進
ん
で

　
い
る
。
社
会
教
育
施
設
の

　
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
令

　
和
元
年
に
消
費
税
が
10
％ 

　
と
な
っ
た
た
め
、
そ
れ
に

　
伴
い
消
費
税
相
当
額
の
値

　
上
げ
を
し
て
い
る
。
現
在
、

　
物
価
や
人
件
費
の
高
騰
に

　
よ
り
管
理
委
託
料
も
上
が

　
っ
て
き
て
い
る
。
施
設
使

　
用
料
増
額
を
検
討
す
る
時

　
期
と
考
え
る
。

浦
川
委
員
　
国
民
ス
ポ
ー
ツ

　
大
会
事
業
の
増
額
に
つ
い

　
て
内
容
説
明
を
。

生
涯
学
習
課
長
　
バ
ス
輸
送

　
等
の
業
務
委
託
が
２
５
０

　
０
万
円
、
残
り
は
ウ
エ
イ

　
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
会
場
設

　
営
に
伴
う
も
の
に
な
る
。

　
バ
ス
輸
送
に
関
し
て
は
、

　
現
時
点
で
宿
泊
地
は
佐
世

　
保
市
に
確
定
し
つ
つ
あ
る

　
た
め
、
佐
世
保
市
か
ら
の

　
輸
送
、
有
田
駅
か
ら
の
輸

　
送
等
を
業
務
委
託
す
る
予

　
定
で
あ
る
。

文
教
厚
生

　
　

常
任
委
員
会

民
生
、
保
健
、
医
療
、
福
祉
、
介

護
、
教
育
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い

て
審
議
し
ま
す
。

■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■
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（
委
員
会
構
成
議
員
　
６
人
）

　
委

員

長
　
中
島
　
達
郎

　
副
委
員
長
　
蒲
原
多
三
男

▼
有
田
町
過
疎
地
域
に
お
け

　
る
固
定
資
産
税
の
課
税
免

　
除
に
関
す
る
条
例
の
一
部

　
を
改
正
す
る
条
例

今
泉
委
員
　
対
象
過
疎
地
域

　
と
該
当
件
数
は
。

税
務
課
長
　
東
地
区
で
、
２

　
件
の
該
当
が
あ
っ
た
。
　

総
務
課
長
　
事
業
者
が
設
備

　
投
資
を
行
い
、
課
税
免
除

　
申
請
を
し
た
も
の
だ
。

池
田
委
員
　
該
当
の
２
件
の

　
内
訳
は
。

税
務
課
長
　
１
件
は
宿
泊
業

　
を
伴
う
業
種
、
も
う
１
件

　
は
窯
業
関
連
で
あ
る
。

▼
令
和
６
年
度
有
田
町
一
般

　
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

〇
歳
入

中
島
委
員
　
定
住
促
進
住
宅

　
改
修
基
金
繰
入
金
と
あ
る

　
が
、
基
金
の
今
年
度
末
見

　
込
額
は
約
１
億
５
６
７
２

　
万
円
で
あ
り
、
今
議
会
に

　
上
程
さ
れ
た
入
札
額
は
５

　
８
３
０
万
円
で
あ
る
。
こ

　
の
ペ
ー
ス
で
い
け
ば
、
今

　
後
基
金
を
充
当
で
き
な
く

　
な
る
の
で
は
。

財
政
課
長
　
基
金
の
今
年
度

　
取
り
崩
し
額
は
、
４
８
０

　
０
万
円
程
度
で
あ
る
。
こ

　
の
ほ
か
家
賃
収
入
が
毎
年

　
１
８
０
０
〜
１
９
０
０
万

　
円
あ
り
、
こ
の
収
入
を
加

　
味
し
て
残
り
の
基
金
を
考

　
え
る
と
、
あ
と
３
、
４
年

　
の
基
金
し
か
残
っ
て
い
な

　
い
。
今
後
、
部
屋
の
改
修

　
以
外
に
外
壁
と
屋
根
の
防

　
水
工
事
を
２
棟
予
定
し
て

　
お
り
、
今
の
基
金
だ
け
で

　
は
不
足
す
る
。
地
方
債
や

　
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
等
の

　
活
用
も
視
野
に
入
れ
な
が

　
ら
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

〇
歳
出
　
総
務
費

原
田
委
員
　
古
民
家
再
生
に

　
お
け
る
地
域
力
創
造
ア
ド

　
バ
イ
ザ
ー
業
務
委
託
の
補

　
正
予
算
は
上
程
さ
れ
て
い

　
る
が
、
フ
ァ
ン
ド
創
設
の

　
た
め
の
基
金
創
設
に
つ
い

　
て
は
上
程
さ
れ
て
い
な
い

　
が
。

総
務
課
長
　
現
在
、
民
間
都

　
市
開
発
推
進
機
構
の
事
業

　
申
請
に
向
け
て
、
国
土
交

　
通
省
と
調
整
を
行
っ
て
い

　
る
が
、
機
構
の
事
業
採
択

　
を
受
け
な
け
れ
ば
、
予
算

　
が
確
定
し
な
い
。
見
通
し

　
が
立
っ
て
か
ら
、
基
金
造

　
成
と
予
算
を
上
程
し
た
い
。

原
田
委
員
　
お
お
よ
そ
の
予

　
定
は
。

総
務
課
長
　
あ
く
ま
で
も
想

　
定
で
あ
る
が
、
今
月
中
に

　
機
構
へ
申
請
し
、
採
択
の

　
結
果
が
７
月
に
出
れ
ば
と

　
考
え
て
い
る
。
観
光
庁
の

　
補
助
事
業
も
絡
ん
で
お
り
、

　
今
年
度
中
に
終
え
る
べ
き

　
事
業
も
あ
る
。
今
年
度
の

　
事
業
期
間
を
少
し
で
も
確

　
保
す
る
た
め
に
、
臨
時
議

　
会
で
の
審
議
を
お
願
い
す

　
る
可
能
性
も
あ
る
。

今
泉
委
員
　
自
主
防
災
活
動

　
事
業
の
器
具
購
入
費
の
内

　
容
説
明
を
。

総
務
課
長
　
対
象
は
、
２
区

　
と
広
瀬
山
地
区
で
あ
り
、

　
発
電
機
、
車
椅
子
、
ハ
ン

　
ド
メ
ガ
ホ
ン
等
の
購
入
で

　
あ
る
。

蒲
原
委
員
　
能
登
半
島
地
震

　
で
は
、
毎
月
１
回
の
防
災

　
訓
練
の
お
か
げ
で
、
人
的

　
災
害
が
出
な
か
っ
た
地
域

　
も
あ
り
、
防
災
訓
練
が
大

　
事
で
あ
る
こ
と
を
町
民
に

　
啓
発
し
て
欲
し
い
。

久
保
田
委
員
　
地
区
で
行
わ

　
れ
て
い
る
自
主
防
災
活
動

　
を
総
区
長
会
等
で
周
知
し
、

　
防
災
活
動
の
大
切
さ
を
強

　
く
推
奨
し
て
欲
し
い
。

総
務
常
任
委
員
会

総
務
に
関
す
る
こ
と
、
他
の
委
員

会
に
属
し
な
い
こ
と
、
全
般
に
つ

い
て
審
議
し
ま
す
。

▲有田町２区自主防災講座（6/16）

▲改装中のサンコーポラス有田



▽
花
粉
の
少
な
い
植
林
を

議
員
　
国
の
資
料
で
は
佐

賀
県
が
人
工
林
比
率
日
本

一
。
昭
和
35
年
ご
ろ
か
ら

国
が
、
牛
馬
用
草
刈
り
場

だ
っ
た
町
有
地
に
植
林
を

奨
励
し
た
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ

が
花
粉
を
飛
ば
し
、
日
本

中
が
く
し
ゃ
み
を
始
め
た
。

　
県
が
50
年
か
け
て
花
粉

の
少
な
い
苗
木
（
サ
ガ
ン

ス
ギ
）
を
育
成
し
て
い
る

が
値
段
が
高
い
と
聞
く
。

町
と
し
て
の
対
応
は
。

農
林
課
長
　
県
も
花
粉
が

少
な
い
ス
ギ
を
奨
励
中
だ
。

苗
木
の
確
保
が
で
き
次
第
、

伐
採
さ
れ
た
保
安
林
等
に

優
先
し
て
少
花
粉
の
サ
ガ

ン
ス
ギ
を
植
え
た
い
。

▽
町
有
林
を
自
然
林
に
　

議
員
　
私
は
県
の
補
助
で

ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
を
ク
ヌ
ギ

な
ど
に
代
え
た
。
木
は
椎

茸
の
原
木
に
、
実
は
猪
な

ど
の
エ
サ
に
な
り
田
畑
の

被
害
が
減
る
。
町
有
林
を

率
先
、
自
然
林
に
代
え
て
、

花
粉
を
減
ら
す
べ
き
だ
。

ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
は
根
が
浅

く
地
滑
り
の
原
因
に
も
な

る
。
そ
の
対
応
策
を
。

町
長
　
未
来
に
し
っ
か
り

と
し
た
山
を
守
っ
て
い
く

こ
と
を
議
論
し
た
い
。

農
林
課
長
　
果
樹
植
栽
で

一
定
の
緩
衝
地
帯
（
野
生

動
物
と
人
間
の
生
活
圏
を

分
け
る
地
帯
。）
に
な
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
が
、

農
地
保
全
の
観
点
か
ら
、

な
り
得
る
場
所
が
限
ら
れ

て
い
る
。

▽
答
申
に
基
づ
く
協
議
は

議
員
　
今
後
の
協
議
予
定

は
。

学
校
教
育
課
長
　
学
校
再

編
委
員
会
を
組
織
し
て
協

議
す
る
。
ま
ず
中
学
校
の

統
合
再
編
を
協
議
し
、
住

民
説
明
会
等
で
本
年
度
一

杯
を
予
定
し
て
い
る
。

▽
有
田
小
学
校
の
統
合

議
員
　
有
田
小
学
校
も
統

合
対
象
と
理
解
し
て
良
い

か
。
有
田
小
が
統
合
対
象

に
な
ら
な
い
と
曲
川
・
大

山
小
の
統
合
、
有
田
・
西

有
田
中
学
校
の
統
合
に
も

影
響
が
出
る
と
思
う
。

教
育
長
　
有
田
小
も
統
合

対
象
で
あ
る
。
少
人
数
学

校
で
は
、
児
童
数
の
減
少

で
担
任
の
配
慮
は
行
き
届

く
半
面
、
ク
ラ
ス
替
え
が

で
き
な
い
た
め
子
ど
も
同

士
の
人
的
関
係
の
固
定
化
、

自
主
・
自
立
の
社
会
性
の

育
成
が
懸
念
さ
れ
る
。
　

　
複
式
学
級
制
（
複
数
の

学
年
が
一
つ
の
教
室
で
勉

強
す
る
制
度
）
に
な
れ
ば

先
生
の
数
も
少
な
く
な
る
。

　
中
部
小
と
の
統
合
や
静

か
な
環
境
で
少
人
数
の
教

育
環
境
を
活
か
す
小
規
模

特
認
校
も
検
討
す
る
。

　
保
護
者
等
の
意
見
も
聞

き
、
す
べ
て
の
学
校
が
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
よ
り

よ
い
教
育
環
境
と
な
る
よ

う
、
十
分
に
検
討
・
協
議

し
て
参
り
た
い
。

◇
そ
の
他
の
質
問

・
自
治
基
本
条
例
の
制
定

　
に
つ
い
て

・
唐
船
城
址
の
所
有
に
つ

　
い
て

・
町
主
催
の
唐
船
城
築
城

　
８
１
０
年
始
祖
祭
の
提

　
唱
に
つ
い
て

・
町
民
全
体
で
残
す
遺
跡

　
の
重
要
性
に
つ
い
て
　

池田 榮次 議員

花粉症対策に
町有林をクヌギなどの自然林に

答 県も少花粉スギや自然林を奨励
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一
般
質
問

町
政
を
徹
底
追
求
！

　議
会
だ
よ
り
に
掲
載
し
て
い
る
議
員
の
一
般
質
問
の
文
責
は
各
議
員
に
あ
り
ま
す
。

花
粉
症
と
有
害
鳥
獣
対
策

▲能登のスギ・ヒノキ山の地滑り

▲能登の千枚田　今年の田植えが心配

い け だ え い じ

小
中
学
校
の
適
正

規
模
・
適
正
配
置



議
員
　
在
留
資
格
を
持
つ

外
国
人
数
と
支
援
状
況
は
。

商
工
観
光
課
長
　
住
民
登

録
が
あ
る
１
８
７
人
の
う

ち
、
97
人
が
技
能
実
習
や

特
定
技
能
資
格
者
で
あ
り
、

県
で
は
外
国
人
向
け
の
総

合
相
談
窓
口
や
多
言
語
通

訳
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
設
置

な
ど
の
支
援
を
し
て
い
る
。

　
町
に
お
い
て
も
外
国
人

労
働
者
向
け
の
日
本
語
教

室
を
行
っ
て
い
る
。

議
員
　
事
業
者
へ
の
人
材

斡
旋
支
援
は
。

健
康
福
祉
課
長
　
町
で
の

支
援
は
行
っ
て
い
な
い
。

国
に
お
い
て
、
介
護
職
員

と
し
て
就
労
条
件
を
満
た

せ
ば
20
万
円
以
内
の
貸
し

付
け
、
介
護
事
業
所
で
一

年
以
上
勤
務
経
験
が
あ
り

再
就
労
の
場
合
、
介
護
福

祉
士
資
格
等
の
条
件
を
満

た
せ
ば
40
万
円
以
内
の
貸

し
付
け
を
受
け
る
こ
と
が

可
能
な
制
度
が
あ
り
、
双

方
に
返
済
免
除
の
条
件
が

あ
る
。
県
に
お
い
て
も
介

護
福
祉
士
資
格
の
取
得
を

目
指
す
留
学
生
を
支
援
し
、

将
来
当
該
留
学
生
を
介
護

の
専
門
職
と
し
て
雇
用
し

よ
う
と
す
る
介
護
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
に
対
し
て
は
、

補
助
金
を
交
付
す
る
制
度

を
設
け
て
お
り
、
こ
の
よ

う
な
制
度
紹
介
な
ど
の
支

援
を
し
て
い
き
た
い
。

議
員
　
就
労
当
事
者
へ
の

支
援
は
。

健
康
福
祉
課
長
　
安
定
し

た
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
た
め
、
新
た
に
就
労

す
る
常
勤
職
員
に
10
万
円
、

非
常
勤
職
員
に
５
万
円
の

有
田
町
介
護
職
員
等
就
職

支
援
補
助
金
が
あ
り
、
介

護
職
員
定
着
の
た
め
、
令

和
８
年
ま
で
引
き
続
き
実

施
す
る
。

議
員
　
町
内
の
就
労
状
況

は
。

健
康
福
祉
課
長
　
昨
年
５

月
実
施
の
事
業
者
調
査
で

は
、
介
護
福
祉
士
10
人
、

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
４
人
等
、

全
体
で
31
人
の
不
足
が
あ

っ
た
。
ま
た
高
齢
化
も
進

み
、
求
人
の
応
募
も
減
少

し
て
い
る
。

　
就
職
支
援
補
助
金
の
交

付
者
は
、
令
和
３
年
度
２

人
、
令
和
４
年
度
16
人
、

令
和
５
年
度
22
人
、
合
計

40
人
（
外
国
人
５
人
を
含

む
）
と
な
っ
て
い
る
。

議
員
　
子
育
て
中
な
ど
勤

務
体
系
が
合
わ
ず
、
就
労

断
念
や
離
職
に
至
る
人
も

い
る
が
、
可
能
な
サ
ポ
ー

ト
は
。

健
康
福
祉
課
長
　
介
護
従

事
者
は
残
業
や
夜
勤
が
多

く
、
子
育
て
と
の
両
立
に

苦
慮
し
、
離
職
さ
れ
る
人

も
多
い
。

　
こ
の
た
め
国
に
お
い
て

は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

者
及
び
介
護
保
険
施
設
に

勤
務
す
る
子
育
て
中
の
職

員
が
、
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー

派
遣
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
際
に
、
当
該
事

業
所
が
そ
の
一
部
費
用
の

負
担
に
際
し
て
補
助
を
行

う
事
業
も
あ
り
、
町
と
し

て
は
、
今
後
、
国
・
県
の

支
援
策
の
動
向
を
注
視
し

な
が
ら
対
応
し
て
い
く
。

◇
そ
の
他
の
質
問

・
保
健
師
や
保
育
士
の
募

　
集
、
採
用
状
況
に
つ
い

　
て

・
古
民
家
再
生
（
仮
称
）

　
の
事
業
予
定
に
つ
い
て

・
有
田
町
の
事
業
評
価
書
、

　
事
業
引
継
ぎ
書
の
現
状

　
に
つ
い
て

岩尾　匡 議員

外国人含む高齢者介護職就労への支援は

答 多様な支援制度の周知に努める

8

一
般
質
問

町
政
を
徹
底
追
求
！

一
般
質
問
と
は
、議
員
が
町
政
に
つ
い
て
自
由
に
質
問
を
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。質
問
す
る
項
目
は
事
前
に
通
告
し
ま
す
。

時
間
内
で
あ
れ
ば
納
得
が
い
く
ま
で
何
度
も
質
問
で
き
る「
一
問
一
答
方
式
」を
採
用
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
事
業

へ
の
支
援

▲外国人労働者の斡旋

▲勤務とのバランスは

い わ お ただし

▲夜勤や残業時間の壁



議
員
　
今
年
の
４
月
３
日

に
、
台
湾
で
大
き
な
地
震

が
発
生
し
た
。

避
難
所
の
開
設
が
地
震
発

生
後
３
時
間
で
な
さ
れ
た

と
の
報
道
に
は
対
応
の
早

さ
に
驚
か
さ
れ
た
が
、
カ

ギ
は
「
官
民
連
携
」
と
い

う
。

　
専
門
家
に
よ
る
と
「
日

本
は
自
治
体
職
員
の
負
担

が
大
き
い
」
の
が
ネ
ッ
ク

と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
現
状
の
日
本
で
は
で
き

て
い
な
い
民
間
団
体
の
実

践
的
な
訓
練
と
、
全
国
で

急
速
に
展
開
さ
れ
て
い
る

「
フ
ァ
ー
ス
ト
ミ
ッ
シ
ョ

ン
ボ
ッ
ク
ス
」
と
い
う
シ

ス
テ
ム
の
導
入
が
急
務
で

あ
る
。

　
こ
れ
は
、
災
害
対
応
の

知
識
や
経
験
を
問
わ
ず
、

そ
の
場
に
い
る
人
が
そ
こ

に
あ
る
箱
を
開
け
、
そ
の

箱
に
あ
る
指
示
書
に
従
い

行
動
で
き
る
と
い
う
シ
ス

テ
ム
で
あ
る
。

　
町
で
も
取
り
入
れ
の
検

討
は
で
き
な
い
か
。

総
務
課
長
　
現
況
、
町
職

員
が
衣
装
ケ
ー
ス
に
入
っ

て
い
る
指
示
書
に
よ
り
対

処
す
る
シ
ス
テ
ム
は
導
入

し
て
い
る
。

　
職
員
が
避
難
所
に
行
け

な
い
場
合
も
あ
る
の
で
、

最
初
に
避
難
さ
れ
た
住
民

や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
で
、
避
難
所
設
置
が

運
用
で
き
る
こ
の
シ
ス
テ

ム
は
、
参
考
に
な
る
。

　
第
三
者
で
も
理
解
が
で

き
る
内
容
の
指
示
書
を
考

慮
し
て
、
検
討
課
題
と
し

た
い
。

議
員
　
能
登
半
島
地
震
で

は
、
当
初
避
難
所
で
は
災

害
関
連
死
は
な
し
と
さ
れ

て
い
た
が
、
そ
の
後
、
30

人
が
認
定
と
な
っ
た
。
新

規
の
申
請
者
を
含
め
る
と

１
０
０
人
を
超
え
る
状
況

と
の
こ
と
で
あ
る
。

 

最
大
の
原
因
が
水
と
さ

れ
て
お
り
、
避
難
が
長
期

に
渡
る
と
飲
料
水
は
確
保

さ
れ
て
も
ト
イ
レ
が
問
題

で
、
ト
イ
レ
使
用
を
少
な

く
す
る
た
め
に
水
分
補
給

を
控
え
、
体
調
不
良
に
な

り
死
亡
者
も
増
え
る
と
さ

れ
る
。

　
町
で
は
、
今
年
の
４
月

よ
り
水
道
料
の
値
上
げ
と

な
っ
た
が
、
50
年
を
超
え

た
給
水
管
の
老
朽
化
対
策

と
の
説
明
で
あ
っ
た
と
思

う
。
自
然
発
生
の
漏
水
よ

り
も
自
然
災
害
時
の
発
生

率
が
高
い
の
で
は
な
い
か
。

　
各
家
庭
で
利
用
さ
れ
て

い
た
井
戸
も
残
っ
て
い
る
。

　
近
年
は
消
火
栓
の
設
置

箇
所
も
増
え
て
い
る
。

　
火
災
発
生
場
所
に
よ
り

近
い
所
に
、
ま
と
ま
っ
た

水
量
が
確
保
で
き
る
井
戸

が
あ
れ
ば
、
初
期
消
火
に

も
役
立
つ
と
思
う
の
で
、

防
災
井
戸
の
指
定
を
検
討

し
て
は
ど
う
か
。

総
務
課
長
　
必
要
性
は
、

認
識
し
て
い
る
。
個
人
や

事
業
所
が
、
災
害
時
に
善

意
と
し
て
生
活
用
水
を
提

供
い
た
だ
く
登
録
制
度
に

つ
い
て
は
、
検
討
課
題
と

し
た
い
。

◇
そ
の
他
の
質
問

・
不
動
産
等
相
続
に
つ
い

　
て

樋渡　徹 議員

ファーストミッションボックス導入の検討は

答 検討課題としたい
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一
般
質
問

町
政
を
徹
底
追
求
！

　議
会
だ
よ
り
に
掲
載
し
て
い
る
議
員
の
一
般
質
問
の
文
責
は
各
議
員
に
あ
り
ま
す
。

官
民
連
携
に
よ
る
迅

速
な
避
難
所
の
開
設

▲ファーストミッションボックスの仕組み

▲家庭に残る井戸

ひ わ た し とおる

災
害
対
策
と
し
て
の

防
災
井
戸
指
定
の
必
要
性



議
員
　
陶
器
市
初
日
は
雨

で
多
く
な
か
っ
た
が
、
３

日
か
ら
は
車
と
人
も
増
え
、

駐
車
場
の
数
が
足
り
て
い

な
い
と
思
っ
た
が
。

商
工
観
光
課
長
　
１
１
２

万
人
の
来
場
を
頂
き
、
絶

対
数
で
足
り
て
い
な
い
。

障
害
者
用
の
駐
車
場
は
予

約
が
あ
っ
た
場
合
は
確
保

し
て
い
た
が
、
来
年
度
は

予
約
な
し
で
も
利
用
で
き

る
よ
う
調
整
し
た
い
。

議
員
　
有
工
グ
ラ
ウ
ン
ド

は
利
用
で
き
な
い
か
。

商
工
観
光
課
長
　
商
工
会

議
所
で
の
反
省
会
で
も
議

題
と
し
て
上
が
っ
て
い
た
。

商
工
会
議
所
も
把
握
さ
れ

て
い
る
の
で
、
検
討
し
た

い
。

議
員
　
前
年
よ
り
改
善
さ

れ
、
良
く
な
っ
た
と
思
う

が
、
ど
う
だ
っ
た
か
。

商
工
観
光
課
長
　
各
所
に

協
力
を
頂
き
、
さ
ほ
ど
ク

レ
ー
ム
は
な
か
っ
た
。
若

干
、
東
出
張
所
で
待
ち
状

況
が
あ
っ
た
。
今
年
度
改

修
工
事
を
行
い
、
特
に
女

性
用
ト
イ
レ
を
７
基
増
設

し
た
い
。

町
長
　
ト
イ
レ
は
対
応
が

で
き
た
と
思
う
。
有
田
に

行
っ
て
良
か
っ
た
と
思
っ

て
頂
け
る
よ
う
に
し
た
い
。

議
員
　
他
に
ク
レ
ー
ム
等

は
な
か
っ
た
か
。

商
工
観
光
課
長
　
一
番
多

か
っ
た
の
は
ゴ
ミ
箱
の
設

置
で
、
分
別
な
ど
手
間
が

か
か
る
が
、
来
年
度
は
設

置
で
き
る
よ
う
検
討
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

議
員
　
信
号
機
の
な
い
横

断
歩
道
を
渡
る
時
、
止
ま

っ
て
く
れ
る
車
が
少
な
い
。

ル
ー
ル
を
告
知
し
て
は
。

総
務
課
長
　
原
則
、
信
号

機
の
な
い
横
断
歩
道
は
、

人
が
い
れ
ば
止
ま
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
町
内
１

７
０
カ
所
の
横
断
歩
道
の

内
、
42
カ
所
が
信
号
機
有

り
で
、
残
り
１
２
８
カ
所

は
信
号
機
が
な
い
。
車
と

歩
行
者
の
ル
ー
ル
を
、
あ

ら
た
め
て
交
通
安
全
協
会

と
と
も
に
老
人
会
・
学
校

関
係
等
へ
周
知
す
る
必
要

が
あ
る
。

議
員
　
災
害
時
は
電
気
が

無
い
の
で
、
手
押
し
ポ
ン

プ
で
生
活
用
水
の
確
保
を

お
願
い
し
た
。
総
務
課
長

か
ら
は
検
討
課
題
と
い
う

こ
と
で
あ
っ
た
が
、
是
非

お
願
い
し
た
い
。

久保田 豊 議員

陶器市の今後の課題と対策は

答 今年より来年が良くなるように努力する
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一
般
質
問

町
政
を
徹
底
追
求
！

一
般
質
問
と
は
、議
員
が
町
政
に
つ
い
て
自
由
に
質
問
を
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。質
問
す
る
項
目
は
事
前
に
通
告
し
ま
す
。

時
間
内
で
あ
れ
ば
納
得
が
い
く
ま
で
何
度
も
質
問
で
き
る「
一
問
一
答
方
式
」を
採
用
し
て
い
ま
す
。

ト
イ
レ
の
問
題

防
災
井
戸

▲井戸ポンプドットコム

く 　 ぼ 　 た ゆたか

駐
車
場（
障
害
者
用
を

含
む
）は
足
り
た
か

安
心
安
全

横
断
歩
道
の
安
全
対
策

▲佐賀県警察本部



議
員
　
有
田
の
名
前
の
由

来
を
。

文
化
財
課
長
　
現
在
の
有

田
町
と
二
里
町
付
近
ま
で

が
、
江
戸
時
代
の
間
「
有

田
郷
」
と
呼
ば
れ
て
い
た

が
、
名
称
の
手
掛
か
り
に

な
る
も
の
は
、
残
っ
て
い

な
い
。

議
員
　「
道
徳
」
の
５
、
６

学
年
の
項
に
は
、
我
が
国

や
郷
土
の
伝
統
と
文
化
を

大
切
に
し
、
先
人
の
努
力

を
知
り
、
国
や
郷
土
を
愛

す
る
心
を
持
つ
こ
と
と
あ

る
が
、
未
来
に
向
け
た
子

ど
も
た
ち
へ
、
郷
土
の
誇

り
や
郷
土
愛
を
育
む
道
徳

教
育
の
実
践
を
。

教
育
長
　
道
徳
教
育
の
目

標
は
、
自
己
の
生
き
方
を

考
え
主
体
的
な
判
断
の
も

と
に
行
動
し
、
自
立
し
た

人
間
と
し
て
他
者
と
共
に

よ
り
よ
く
生
き
る
た
め
の

基
盤
と
な
る
道
徳
性
を
養

う
こ
と
で
あ
る
。
現
在
、

道
徳
は
教
科
で
あ
り
、
郷

土
愛
に
つ
い
て
は
、
一
律

の
資
料
が
あ
り
、
有
田
だ

け
の
特
有
の
も
の
は
な
い
。

郷
土
愛
の
学
び
と
は
、
た

だ
教
科
書
で
学
ぶ
だ
け
で

は
な
く
、
郷
土
の
人
、
こ

と
、
も
の
、
歴
史
と
い
う

も
の
を
、
子
ど
も
た
ち
が

実
感
し
な
く
て
は
い
け
な

い
。
例
え
ば
唱
歌
「
故
郷
」

の
歌
詞
の
中
に
は
、
郷
土

で
の
体
験
が
含
ま
れ
て
お

り
、
そ
の
体
験
を
も
と
に

そ
の
題
材
に
触
れ
て
、
郷

土
愛
が
生
ま
れ
る
の
だ
と

思
う
。
ま
た
指
導
要
領
に

よ
れ
ば
、
地
域
教
材
の
開

発
や
活
用
へ
の
協
力
を
得

る
と
あ
り
、
造
詣
が
深
い

人
等
の
協
力
を
得
て
、
そ

う
い
う
題
材
を
教
材
化
し

地
域
の
歴
史
探
訪
の
活
動

等
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え

ら
れ
れ
ば
、
よ
り
郷
土
愛

が
伝
わ
る
か
と
思
う
。

議
員
　
企
業
誘
致
が
進
ま

な
い
南
部
工
業
造
成
用
地

に
、
公
的
誘
致
と
し
て
県

立
大
を
迎
え
て
は
ど
う
か
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
平
成

20
年
１
月
に
県
の
事
業
認

可
を
受
け
、
新
産
業
集
積

エ
リ
ア
と
し
て
、
県
と
共

同
で
企
業
誘
致
を
行
っ
て

お
り
、
県
立
大
誘
致
に
つ

い
て
は
、
対
象
外
で
あ
り
、

県
と
の
協
議
の
中
で
も
、

大
学
誘
致
の
話
は
無
い
。

町
長
　
現
時
点
で
は
企
業

誘
致
に
向
け
て
動
い
て
い

る
が
、
な
か
な
か
厳
し
い

状
況
で
あ
る
。
時
代
の
趨

勢
も
捉
え
な
が
ら
、
工
業

団
地
に
捉
わ
れ
ず
に
、
も

う
少
し
ウ
イ
ン
グ
を
広
げ

て
検
討
し
た
い
。

　
ま
た
、
ア
ー
ト
を
軸
と

し
た
ま
ち
づ
く
り
に
も
努

め
て
い
き
た
い
。

◇
そ
の
他
の
質
問

・
高
齢
者
対
応
の
窓
口
業

　
務
に
発
行
履
歴
の
活
用

　
を

・
個
人
情
報
保
護
法
の
法

　
的
拘
束
力
が
及
ば
な
い

　
手
続
き
に
関
す
る
マ
ニ

　
ュ
ア
ル
づ
く
り
を

中島 達郎 議員
な か し ま た つ ろ う

子どもたちに郷土愛を育む道徳教育を

答 郷土愛の学びは郷土の人・こと・もの・歴史
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一
般
質
問

町
政
を
徹
底
追
求
！

　議
会
だ
よ
り
に
掲
載
し
て
い
る
議
員
の
一
般
質
問
の
文
責
は
各
議
員
に
あ
り
ま
す
。

児
童
の
道
徳

▲新産業集積エリア比較表

▲小学校学習指導要領　　出典：文部科学省

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
タ
ウ
ン

芸
術
に
特
化
し
た
ま
ち



議
員
　
教
育
長
の
見
解
は
。

教
育
長
　
中
学
校
に
お
い

て
は
２
校
を
統
合
し
、
校

舎
も
改
築
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
。

　
小
学
校
は
児
童
数
の
減

少
と
、
校
舎
・
設
備
の
老

朽
化
も
あ
り
、
答
申
に
つ

い
て
は
適
切
な
も
の
だ
と

受
け
止
め
て
い
る
。

議
員
　
検
討
が
必
要
な
課

題
は
。

教
育
長
　
中
学
校
の
統
合

は
早
急
に
進
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　
課
題
は
、
校
舎
の
場
所

の
選
定
、
通
学
に
お
け
る

距
離
的
な
課
題
、
防
災
も

配
慮
し
た
広
大
な
敷
地
を

考
え
た
い
。

　
曲
川
小
と
大
山
小
の
統

合
の
計
画
は
丁
寧
に
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
　
　
併
せ
て
、
有
田
小

　
　
　
の
更
な
る
小
規
模

　
　
　
化
も
予
想
さ
れ
、

　
　
　
将
来
的
な
統
合
や

　
　
　
小
規
模
特
認
校
も

　
　
　
視
野
に
入
れ
て
、

　
　
　
保
護
者
や
地
域
の

　
　
　
方
の
意
見
を
取
り

　
　
　
入
れ
な
が
ら
検
討

　
　
　
し
た
い
。

　
　
　
議
員
　
学
校
再
編

　
　
　
委
員
会
を
設
置
し
、

　
　
　
中
学
校
の
統
合
も

　
　
　
含
め
、
今
年
度
に

　
　
　
は
住
民
説
明
会
を

　
　
　
行
う
と
答
弁
さ
れ

　
　
　
た
。

優
先
順
位
と
し
て
、
中
学

校
か
ら
再
編
計
画
を
出
し
、

そ
の
後
に
小
学
校
の
再
編

か
。

教
育
長
　
中
学
校
を
先
に

進
め
る
が
、
小
学
校
再
編

も
関
係
す
る
こ
と
で
あ
り
、

各
小
学
校
、
中
学
校
の
保

護
者
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
方
に
は
、
平
行
し

て
段
階
的
な
再
編
の
説
明

を
行
っ
て
い
き
た
い
。

議
員
　
白
石
町
で
は
、
学

校
教
育
課
の
中
に
『
新
し

い
学
校
を
作
る
係
』
が
設

置
さ
れ
、
学
校
に
深
く
携

わ
っ
た
方
が
参
加
す
る
、

学
校
運
営
部
会
の
役
割
が

大
き
か
っ
た
と
報
告
を
受

け
た
。

　
有
田
町
で
は
ど
の
よ
う

な
形
で
進
め
る
の
か
。

教
育
長
　
各
学
校
に
地
域

の
方
々
も
含
む
学
校
運
営

協
議
会
が
あ
る
。Ｐ
Ｔ
Ａ

の
方
々
に
も
ご
意
見
を
伺

い
な
が
ら
、
学
校
単
位
で

説
明
し
て
い
き
た
い
。

議
員
　
一
昨
年
か
ら
部
活

動
の
地
域
移
行
の
問
題
を

取
り
上
げ
て
き
た
が
、
ま

だ
２
回
目
の
検
討
委
員
会

も
開
催
さ
れ
て
い
な
い
。

県
か
ら
の
指
示
待
ち
で
は

な
く
、
主
体
性
を
も
っ
て

早
急
に
取
り
組
ん
で
も
ら

い
た
い
。
今
後
の
地
域
移

行
の
課
題
は
何
か
。

学
校
教
育
課
長
　
拠
点
校

方
式
の
場
合
、
活
動
場
所

や
生
徒
の
移
動
、
平
日
と

休
日
で
指
導
者
が
代
わ
る

問
題
、
指
導
者
の
確
保
や

指
導
者
へ
の
謝
金
、
保
護

者
の
負
担
な
ど
が
考
え
ら

れ
る
。

議
員
　
部
活
終
了
後
を
引

き
継
ぐ
、
社
会
体
育
化
が

望
ま
れ
る
。
生
徒
の
移
動
、

指
導
者
が
代
わ
る
問
題
は

解
決
で
き
る
の
で
は
。

　
ま
た
、
指
導
者
の
確
保

に
つ
い
て
も
、
有
田
町
は

他
に
も
劣
ら
な
い
部
活
動

の
歴
史
も
あ
り
、
町
民
に

そ
の
思
い
を
伝
え
れ
ば
、

協
力
が
得
ら
れ
る
。
課
題

も
た
く
さ
ん
あ
る
が
、
他

の
市
町
の
事
例
を
参
考
に

し
な
が
ら
、
ス
ピ
ー
ド
感

を
も
っ
て
部
活
動
地
域
移

行
を
進
め
て
頂
き
た
い
。

浦川 和彦 議員

学校再編の答申を受け、教育長の見解は

答申は、適切なものだと受け止めている
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追
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す
。質
問
す
る
項
目
は
事
前
に
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ま
す
。

時
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内
で
あ
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ば
納
得
が
い
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ま
で
何
度
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で
き
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式
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。

有
田
町
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校
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▲築６４年を迎える、西有田中学校

▲白石町部活指導者募集チラシ

う ら か わ か ず ひ こ

部
活
動
地
域
移
行



議
員
　
こ
れ
ま
で
過
去
複

数
回
に
わ
た
り
、
給
食
費

の
無
償
化
を
訴
え
て
き
た
。

子
育
て
支
援
や
定
住
支
援

策
に
加
え
て
、
世
代
間
や

地
域
間
の
格
差
を
是
正
す

る
た
め
に
も
給
食
費
無
償

化
は
必
要
だ
が
。

教
育
長
　
現
在
は
給
食
費

負
担
軽
減
の
支
援
と
し
て
、

物
価
高
騰
分
の
約
10
％
の

７
５
０
万
円
と
生
活
困
窮

世
帯
に
は
全
額
を
補
助
し

て
い
る
。
他
市
町
に
比
べ

て
有
田
町
の
給
食
は
自
校

方
式
で
大
変
美
味
し
い
。

今
後
も
味
や
質
を
ど
う
維

持
し
て
い
く
か
を
含
め
て
、

財
政
状
況
や
社
会
情
勢
も

勘
案
し
な
が
ら
検
討
し
て

い
く
。

議
員
　
ふ
る
さ
と
応
援
基

金
か
ら
給
食
費
へ
の
支
出

は
で
き
な
い
の
か
。

財
政
課
長
　
ふ
る
さ
と
応

援
基
金
か
ら
給
食
費
の
支

援
金
の
支
出
は
で
き
る
。

議
員
　
今
後
は
国
の
政
策

と
し
て
無
償
化
に
な
る
可

能
性
は
高
い
。
ふ
る
さ
と

納
税
の
制
度
は
簡
単
に
な

く
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る

の
で
、
安
定
財
源
と
し
て

「
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
」

を
活
用
し
て
、
給
食
費
無

償
化
の
実
現
を
強
く
要
望

す
る
。

町
長
　
給
食
費
無
償
化
は

実
施
し
て
い
な
い
が
、
今

後
の
状
況
を
ふ
ま
え
て
検

討
す
る
。
有
田
町
で
は
令

和
６
年
４
月
よ
り
「
有
田

っ
子
出
産
・
子
育
て
応
援

ニ
コ
ッ
と
給
付
金
」
制
度

を
創
設
し
、
子
育
て
世
帯

へ
支
援
を
し
て
い
る
。

議
員
　
現
在
有
田
町
の
奨

学
金
は
す
べ
て
貸
与
型
で

返
済
義
務
が
あ
り
、
卒
業

後
の
負
担
も
大
き
い
。
文

部
科
学
省
は
２
０
１
６
年

か
ら
「
奨
学
金
を
活
用
し

た
大
学
生
等
の
地
方
定
着

の
促
進
事
業
」
を
制
定
。

こ
の
制
度
を
利
用
し
、
行

政
と
産
業
界
が
連
携
し
て

の
支
援
が
で
き
な
い
か
。

例
え
ば
、
帰
省
し
て
就
職

す
る
若
者
に
奨
学
金
の
減

免
や
他
の
市
町
か
ら
就
職

す
る
方
に
は
奨
学
金
返
済

分
を
給
付
す
る
な
ど
、
側

面
か
ら
の
経
済
的
な
支
援

が
必
要
と
思
う
が
。

町
長
　
佐
賀
県
も
県
立
大

構
想
が
あ
り
、
他
に
武
雄

ア
ジ
ア
大
学
の
創
立
予
定

等
も
あ
る
の
で
、
県
と
相

談
し
前
向
き
に
検
討
す
る
。

　
　
　
　
◇
そ
の
他
の
質

　
　
　
　
　
問

　
　
　
　
・
経
常
収
支
比

　
　
　
　
　
率
と
、
増
加

　
　
　
　
　
す
る
予
算
の

　
　
　
　
　
合
理
性

　
　
　
　
・
指
定
管
理
料

　
　
　
　
　
を
含
め
た
０

　
　
　
　
　
ベ
ー
ス
で
の

　
　
　
　
　
検
証
を

　
　
　
　
詳
し
く
は
こ
ち

　
　
　
　
ら
で
←

諸隈 洋介 議員

給食費の無償化実現は

答 現在は考えていないが今後検討する
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だ
よ
り
に
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し
て
い
る
議
員
の
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般
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の
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は
各
議
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に
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ま
す
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給
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費
の
無
償
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実
現
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▲自校方式でおいしい有田小学校の給食

▲内閣府地方創生推進事務局の HＰより

も ろ く ま よ う す け



議
員
　
今
年
も
キ
ャ
ッ
シ

ュ
レ
ス
決
済
等
、
ス
マ
ホ

通
信
の
不
具
合
が
発
生
し

た
。

　
通
信
の
集
中
解
消
の
た

め
、
コ
ン
サ
ー
ト
等
で
使

用
し
て
い
る
車
載
型
基
地

局
の
設
置
を
。

商
工
観
光
課
長
　
想
定
さ

れ
る
原
因
と
し
て
①
通
信

会
社
側
の
問
題
②
電
波
の

問
題
③
機
器
接
続
設
定
の

問
題
④
ス
マ
ホ
端
末
自
体

の
問
題
な
ど
が
考
え
ら
れ

る
。
ま
ず
は
通
信
会
社
と

対
応
の
協
議
を
行
い
、
不

具
合
が
生
じ
た
エ
リ
ア
の

電
波
状
況
調
査
か
ら
行
う
。

　
　

議
員
　
空
き
家
対
策
は
喫

緊
の
課
題
で
あ
る
。

　
例
え
ば
、
富
山
県
上
市

町
が
運
営
す
る
「
０
（
ゼ

ロ
）
円
空
家
バ
ン
ク
」
は

16
戸
の
無
償
取
引
を
成
立

さ
せ
た
。
空
家
所
有
者
は

不
用
品
処
分
な
ど
で
最
大

10
万
円
、
住
宅
取
得
者
は

初
期
経
費
と
し
て
50
万
円

（
所
有
者
移
転
登
記
費
用

や
贈
与
税
な
ど
）
の
補
助

が
あ
る
。
さ
ら
に
該
当
す

れ
ば
移
住
定
住
の
助
成
金

最
大
４
０
０
万
円
も
あ
る
。

空
家
も
固
定
資
産
税
は
か

か
り
、
朽
ち
る
と
解
体
に

数
百
万
円
が
か
か
る
。

　
　
そ
こ
で
「
民
間
が
扱

　
わ
な
い
物
件
を
工
夫
し

　
て
紹
介
し
た
い
」
と
上

　
市
町
の
建
設
課
は
こ
の

　
事
業
を
始
め
、
移
住
定

　
住
に
つ
な
げ
た
。

　
　
有
田
町
で
も
「
０
円

　
空
家
バ
ン
ク
」
の
取
り

　
組
み
を
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
上
市

町
の
職
員
が
１
級
建
築
士

の
免
許
を
持
っ
て
い
て
、

相
談
物
件
を
調
査
し
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い

る
。
有
田
町
で
行
う
場
合

は
、
物
件
の
審
査
、
譲
渡

者
の
信
頼
性
を
担
保
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
有

田
の
空
き
物
件
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
に
ど
う
取
り

込
め
る
か
検
討
し
た
い
。

議
員
　「
空
家
の
固
定
資

産
税
の
通
知
が
届
い
た
ら

０
円
空
家
バ
ン
ク
を
利
用

し
て
み
ま
せ
ん
か
」
と
ユ

ー
チ
ュ
ー
ブ
で
動
画
配
信

さ
れ
て
い
る
が
。

町
長
　
事
業
紹
介
に
動
画

配
信
は
研
究
し
た
い
。

議
員
　
政
府
が
求
め
る
英

語
力
は
中
学
３
年
生
で
英

検
３
級
相
当
と
し
て
い
る
。

令
和
５
年
度
の
結
果
公
表

で
は
、
佐
賀
県
は
30
・
１

％
で
最
下
位
で
あ
っ
た
。

全
国
で
こ
の
水
準
に
達
し

た
中
学
生
は
50
％
だ
が
、

有
田
町
は
。

教
育
長
　
有
田
町
は
15
・

８
％
で
あ
る
。
た
だ
、
町

内
の
英
語
教
諭
８
人
中
７

人
が
英
検
準
１
級
で
、
全

国
平
均
の
44
％
よ
り
高
い
。

議
員
　
英
語
力
ア
ッ
プ
に

向
け
新
し
い
取
り
組
み
は
。

教
育
長
　
Ａ
Ｉ
ド
リ
ル
の

導
入
や
英
検
ソ
フ
ト
な
ど

の
活
用
。
授
業
で
は
、
話

す
・
聞
く
時
間
を
多
く
取

り
入
れ
て
い
き
た
い
。

手塚 英樹 議員

「０（ゼロ）円空家バンク」の導入を

答 空き物件インフォメーションに取り込めるか検討したい
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に
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す
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と
を
い
い
ま
す
。質
問
す
る
項
目
は
事
前
に
通
告
し
ま
す
。

時
間
内
で
あ
れ
ば
納
得
が
い
く
ま
で
何
度
も
質
問
で
き
る「
一
問
一
答
方
式
」を
採
用
し
て
い
ま
す
。

空
き
家
対
策

陶
器
市
の
通
信

イ
ン
フ
ラ

▲空家解消特別推進事業

て つ か ひ で き

英
語
教
育
実
施
状
況

調
査
の
結
果
は

▲車載型基地局



議
員
　
日
本
創
成
会
議

（
平
成
26
年
）
と
人
口
略

会
議
（
令
和
６
年
）
発
表

の
有
田
町
の
将
来
推
計
人

口
の
状
況
把
握
は
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
日
本

創
成
会
議
の
分
析
で
は
、

若
年
女
性
（
20
〜
39
歳
）

人
口
の
変
化
率
は
44
・
7

％
減
で
、
消
滅
可
能
性
都

市
に
は
な
っ
て
い
な
い
が
、

安
心
で
き
な
い
状
態
で
あ

っ
た
。

　
人
口
戦
略
会
議
の
分
析

で
は
、
封
鎖
人
口
（
※
）

を
仮
定
し
た
推
計
結
果
の

デ
ー
タ
を
活
用
し
て
あ
り
、

消
滅
可
能
性
都
市
自
治
体

で
は
な
い
が
、
社
会
減

（
転
勤
や
進
学
・
引
越
し

な
ど
社
会
的
な
活
動
に
よ

る
減
少
）
対
策
が
必
要
な

自
治
体
と
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
若
年
女
性
人
口

　
　
　
は
激
減
し
て
い
る

　
　
　
わ
け
で
は
な
い
が
、

　
　
　
減
少
は
止
ま
っ
て

　
　
　
い
な
い
状
況
で
あ

　
　
　
る
。

　
　
　
議
員
　
人
口
減
少

　
　
　
の
原
因
究
明
は
。

　
　
　
ま
ち
づ
く
り
課
長

　
　
　
　
進
学
・
就
職
な

　
　
　
ど
で
他
市
町
へ
の

　
　
　
流
出
が
主
な
原
因

　
　
　
で
あ
る
。

　
　
　
　
令
和
２
年
の
国

　
　
　
勢
調
査
で
み
る
と
、

　
　
　
特
に
19
〜
21
歳
で

　
　
　
大
幅
な
減
少
が
見

ら
れ
る
。
ま
た
、
昨
年
・

一
昨
年
共
に
出
生
数
も
１

０
０
人
未
満
と
な
っ
て
い

る
こ
と
も
人
口
減
少
の
一

因
で
あ
る
と
思
う
。

議
員
　
人
口
減
少
に
歯
止

め
を
か
け
る
た
め
に
、
他

市
町
と
の
差
別
化
を
ど
う

考
え
る
か
。

副
町
長
　
常
に
新
し
い
こ

と
を
考
え
て
い
か
な
い
と

他
市
町
と
の
差
別
化
は
図

れ
な
い
。
日
々
の
努
力
・

研
鑽
が
必
要
と
思
う
。
　

議
員
　
町
独
自
の
人
口
減

少
対
応
は
。

町
長
　
D
X
の
強
化
や
人

口
増
の
努
力
と
減
少
時
の

対
策
を
き
ち
ん
と
す
る
こ

と
が
町
の
立
場
で
あ
る
。

（
※
）
特
定
の
地
域
に
お

い
て
他
の
地
域
と
の
人
口

移
動
が
な
く
、
そ
の
地
域

の
人
口
は
出
生
数
と
死
亡

数
に
よ
っ
て
変
動
す
る
も

の
と
仮
定
し
た
場
合
の
人

口
。

議
員
　
昨
年
、
商
工
会
議

所
で
窯
業
界
実
態
調
査
が

行
わ
れ
た
が
、
そ
の
認
識

は
。

商
工
観
光
課
長
　
高
齢
化

と
後
継
者
不
足
に
よ
り
、

後
継
者
が
見
つ
か
ら
な
い

場
合
は
、
今
後
10
年
か
ら

15
年
で
廃
業
せ
ざ
る
を
得

な
い
と
い
う
結
果
で
、
今

後
は
危
機
感
を
持
っ
て
、

目
の
前
の
問
題
と
し
て
対

策
に
繋
げ
る
必
要
が
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

議
員
　
ど
う
す
る
こ
と
が

良
策
と
考
え
る
か
。

商
工
観
光
課
長
　
危
機
感

を
士
気
高
揚
と
い
う
プ
ラ

ス
思
考
で
捉
え
、
商
社
・

窯
元
・
事
業
所
・
行
政
・

　
　
　
　
　
議
会
が
一
体

　
　
　
　
　
と
な
っ
て
窯

　
　
　
　
　
業
界
を
盛
り

　
　
　
　
　
上
げ
、
更
に

　
　
　
　
　
進
歩
・
発
展

　
　
　
　
　
さ
せ
て
い
く

　
　
　
　
　
こ
と
が
良
策

に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

議
員
　
窯
業
界
を
動
か
す

た
め
に
は
ど
う
す
べ
き
か
、

課
題
と
対
応
は
。

商
工
観
光
課
長
　
現
在
、

こ
れ
か
ら
ど
う
進
む
か
の

分
岐
点
に
来
て
い
る
と
思

う
。
有
田
焼
産
地
・
業
界

と
し
て
こ
れ
か
ら
の
方
向

性
を
見
出
す
こ
と
が
課
題

と
思
う
。

町
長
　
窯
業
界
は
新
た
な

過
渡
期
に
来
て
い
る
と
思

う
。
現
状
を
把
握
し
て
、

県
と
も
協
議
し
な
が
ら
、

10
年
後
・
50
年
後
の
新
し

い
有
田
焼
の
世
界
を
目
指

す
。
や
る
気
の
あ
る
と
こ

ろ
と
ス
ク
ラ
ム
を
組
み
、

チ
ー
ム
有
田
焼
で
頑
張
っ

て
い
き
た
い
。
ま
た
、
何

ら
か
の
補
助
も
考
え
て
い

き
た
い
。
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の
一
般
質
問
の
文
責
は
各
議
員
に
あ
り
ま
す
。

人
口
減
少
問
題

窯
業
界
の
将
来

▲令和５年度　有田町将来推計人口

▲事業者実態調査報告書

原田 一宏 議員

人口減少の対応は

答 人口増への努力と減少時の対策をきちんとすることである は ら だ か ず ひ ろ

若年女性人口（２０～３９才）

２０～２４２５～２９３０～３４３５～３９ 計

２９９１９０１０ ８７８０
１０２３０〈２０２０ ３４９ ３９３ ４９８ １５３９

△１７６

年 人口

）
２９９１７９０５ ８７２９

９６０８〈２０２５ ３０４ ３６２ ３９８ １３６３
△１１９）

２７４１６６９１ ７７５０
８９４１〈２０３０ ３００ ３０８ ３６２ １２４４

△８３）
２６９１５４９６ ７２０３

８２９３〈２０３５ ２７９ ３０７ ３０６ １１６１
△８５）

２０８１４３０５ ６６４１
７６６４〈２０４０ ２７５ ２８８ ３０５ １０７６

△１２２）
１６７１３１３２ ６０９２

７０４０〈２０４５ ２１２ ２８６ ２８９ ９５４
△１２５）

１５０１１９８０ ５５６７
６４１３〈２０５０ １７０ ２２０ ２８９ ８２９



福島日人士 議員

介護保険対策は

答 基金を取り崩さず適正な運営を行う
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一
般
質
問

町
政
を
徹
底
追
求
！

一
般
質
問
と
は
、議
員
が
町
政
に
つ
い
て
自
由
に
質
問
を
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。質
問
す
る
項
目
は
事
前
に
通
告
し
ま
す
。

時
間
内
で
あ
れ
ば
納
得
が
い
く
ま
で
何
度
も
質
問
で
き
る「
一
問
一
答
方
式
」を
採
用
し
て
い
ま
す
。

議
員
　
令
和
６
年
度
か
ら

令
和
８
年
度
に
65
歳
以
上

が
支
払
う
介
護
保
険
料
が
、

全
国
平
均
で
６
２
２
５
円
、

過
去
最
高
を
更
新
し
た
。

介
護
保
険
料
の
上
昇
に
は

高
齢
者
の
増
加
な
ど
が
影

響
し
て
い
る
。

　
県
内
ま
た
は
町
の
介
護

保
険
料
の
現
状
は
。

健
康
福
祉
課
長
　
65
歳
以

上
の
方
が
支
払
う
介
護
保

険
料
に
つ
い
て
は
、
３
年

ご
と
に
見
直
す
こ
と
に
な

っ
て
お
り
、
令
和
６
年
度

か
ら
令
和
８
年
度
ま
で
の

介
護
保
険
料
が
改
定
と
な

っ
て
い
る
。

　
介
護
保
険
料
は
、
各
市

町
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
必

要
な
費
用
の
見
込
み
に
基

づ
き
算
出
さ
れ
る
た
め
、

各
市
町
に
よ
っ
て
介
護
保

険
料
は
異
な
る
。

　
今
回
の
改
定
に
よ
り
、

月
額
基
準
額
の
全
国
平
均

は
６
２
２
５
円
で
、
前
回

の
改
定
か
ら
２
１
１
円
、

率
に
す
る
と
３
・
５
％
の

増
額
と
な
っ
て
い
る
。
佐

賀
県
の
平
均
は
５
９
８
３

円
で
、
全
国
平
均
よ
り
も

２
４
２
円
低
い
額
と
な
っ

て
い
る
。

　
有
田
町
の
月
額
基
準
額

は
、
前
回
か
ら
据
え
置
き

の
５
６
０
０
円
で
、
全
国

平
均
よ
り
も
６
２
５
円
、

県
内
で
最
も
低
い
保
険
料

と
な
っ
て
い
る
。

議
員
　
団
塊
の
世
代
と
呼

ば
れ
る
す
べ
て
の
方
が
、

令
和
７
年
に
は
75
歳
以
上

と
な
る
。
高
齢
者
人
口
増

と
介
護
サ
ー
ビ
ス
需
要
の

増
加
が
見
込
ま
れ
る
が
、

町
の
対
策
は
。

健
康
福
祉
課
長
　
令
和
３

年
度
か
ら
町
内
の
介
護
施

設
等
に
介
護
職
員
と
し
て

新
た
に
就
職
し
た
人
に
対

し
、
要
綱
で
定
め
た
補
助

金
を
交
付
す
る
「
有
田
町

介
護
職
員
等
就
職
支
援
補

助
金
事
業
」
を
行
っ
て
い

る
。
常
勤
職
員
10
万
円
、

非
常
勤
職
員
に
５
万
円
が

交
付
さ
れ
る
。

　
実
積
と
し
て
は
、
令
和

３
年
度
２
人
、
４
年
度
16

人
、
５
年
度
22
人
の
方
に

補
助
金
を
交
付
、
６
年
度

か
ら
も
引
き
続
き
実
施
す

る
。

議
員
　
　
の
博
記
念
堂
は

築
28
年
に
な
る
。
記
念
堂

で
は
毎
年
い
ろ
い
ろ
な
イ

ベ
ン
ト
や
コ
ン
サ
ー
ト
等

が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
現

在
の
利
用
状
況
は
。

生
涯
学
習
課
長
　
　
の
博

記
念
堂
内
や
公
園
の
利
用

者
は
、
年
間
通
し
て
約
５

万
３
千
人
の
利
用
実
積
が

あ
る
。

議
員
　
芝
生
広
場
に
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
専
用
の
コ

ー
ス
を
作
れ
な
い
か
。

生
涯
学
習
課
長
　
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
専
用
の
コ
ー

ス
は
で
き
な
い
が
、
申
請

書
を
出
し
て
い
た
だ
き
、

利
用
す
る
こ
と
は
可
能
で

あ
る
。

議
員
　
現
在
の
本
村
・
楠

木
原
線
の
進
捗
状
況
は
。

建
設
課
長
　
有
田
町
側
の

本
村
・
楠
木
原
線
と
佐
世

保
市
側
と
の
道
路
改
良
延

長
は
約
70
メ
ー
ト
ル
あ
り
、

道
路
の
詳
細
設
計
・
事
業

用
地
取
得
に
向
け
た
面
積

確
定
・
物
件
移
転
補
償
費

の
算
定
が
完
了
。

　
現
在
、
用
地
補
償
の
契

約
締
結
に
向
け
て
、
地
権

者
と
交
渉
中
で
あ
る
。

　
佐
世
保
市
側
も
同
時
進

行
状
況
で
あ
る
。

介
護
保
険
料
の
状
況

▲歴史と文化の森公園　芝生広場

▲　の博記念堂

ふ く し ま ひ 　 と 　 し

歴
史
と
文
化
の
森

公
園
の
利
用

本
村
・
楠
木
原
線

の
進
捗
状
況
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議
員
　
松
尾
町
長
が
就
任

し
て
６
年
以
上
に
な
る
が
、

今
ま
で
誘
致
活
動
し
た
企

業
の
数
と
そ
の
社
員
数
は
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
企
業

誘
致
数
は
７
社
で
、
す
べ

て
事
務
系
企
業
に
な
り
、

そ
の
社
員
数
は
40
人
程
度

に
な
る
。
ま
た
、
既
存
の

立
地
企
業
（
前
原
工
業
団

地
立
地
企
業
）
を
含
め
る

と
、
80
人
程
増
え
て
い
る
。

議
員
　
町
に
お
け
る
、
こ

の
６
年
間
の
人
口
の
推
移

と
、
出
生
数
の
推
移
は
。

住
民
環
境
課
長
　
平
成
30

年
４
月
か
ら
令
和
６
年
３

月
ま
で
に
、
１
５
１
９
人

減
少
し
て
い
る
。
２
町
合

併
当
初
か
ら
す
る
と
３
４

8
5
人
減
少
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
議
員
　
南
部

　
　
　
　
　
工
業
団
地
を

　
　
　
　
　
開
発
す
る
こ

　
　
　
　
　
と
に
な
っ
た

　
　
　
　
　
経
緯
は
。

　
　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　
　
課
長
　
町
と

　
　
　
　
　
し
て
、
雇
用

　
　
　
　
　
の
創
出
や
地

　
　
　
　
　
域
経
済
の
活

　
　
　
　
　
性
化
を
目
的

　
　
　
　
　
と
し
て
、
大

　
　
　
　
　
規
模
な
産
業

　
　
　
　
　
団
地
造
成
の

　
　
　
　
　
検
討
を
行
っ

　
　
　
　
　
て
い
る
中
で
、

　
　
　
　
　
佐
賀
県
の
新

　
　
　
　
　
産
業
集
積
エ

リ
ア
事
業
の
募
集
が
あ
り
、

平
成
19
年
11
月
に
申
請
し
、

平
成
20
年
３
月
に
採
択
さ

れ
た
。

　
誘
致
活
動
に
つ
い
て
は
、

県
、
町
が
一
体
と
な
っ
て

取
り
組
み
、
費
用
負
担
に

つ
い
て
は
、
事
業
費
等
に

つ
い
て
県
と
町
の
折
半
と

な
っ
て
い
る
。

議
員
　
事
業
採
択
後
の
推

移
と
、
開
発
費
用
の
推
移

は
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
平
成

20
年
度
に
基
本
設
計
、
地

質
調
査
等
の
実
施
。
平
成

21
年
度
に
地
元
及
び
地
権

者
説
明
会
等
の
実
施
。
22

年
度
か
ら
個
別
協
議
に
入

り
、
平
成
26
年
度
に
土
地

・
補
償
費
の
個
別
契
約
が

完
了
し
て
い
る
。

　
そ
の
後
は
オ
ー
ダ
ー
メ

イ
ド
方
式
（
※
）
で
企
業

誘
致
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

開
発
費
用
は
、
平
成
22
年

５
月
の
資
料
で
は
、
総
事

業
費
を
29
億
７
千
万
円
、

概
算
分
譲
価
格
と
し
て
１

㎡
あ
た
り
１
３
９
０
０
円

と
試
算
し
て
い
た
が
、
現

時
点
で
は
賃
金
、
各
種
単

価
の
上
昇
等
に
よ
り
、
造

成
工
事
費
が
増
額
し
て
お

り
、
総
事
業
費
は
39
億
７

千
８
百
万
円
で
、
１
㎡
あ

た
り
１
９
０
１
４
円
と
な

っ
て
い
る
。

議
員
　
こ
の
６
年
間
に
誘

致
し
よ
う
と
し
て
交
渉
し

た
企
業
数
は
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
町
単

独
で
メ
ー
ル
や
電
話
等
ア

ポ
を
行
っ
た
企
業
数
が
約

３
０
０
社
、
県
の
Ｄ
Ｍ
等

で
の
調
査
数
７
６
０
０
社
、

回
答
が
あ
っ
た
の
は
約
20

社
、
実
際
や
り
取
り
を
行

っ
た
の
は
、
２
社
で
あ
る
。

議
員
　
こ
の
６
年
間
で
１

５
１
９
人
も
の
人
口
が
減

少
し
て
い
る
。
こ
れ
を
食

い
止
め
る
た
め
に
も
企
業

誘
致
が
必
要
と
考
え
る
。

造
成
前
の
山
を
見
て
、
こ

こ
に
工
場
を
誘
致
し
た
い

と
考
え
る
企
業
は
無
い
と

思
う
。

　
早
急
に
造
成
工
事
を
行

っ
て
は
ど
う
か
。

町
長
　
就
任
し
て
最
初
の

２
年
間
は
企
業
誘
致
の
た

め
企
業
訪
問
を
し
て
き
た
。

　
造
成
工
事
も
必
要
と
考

え
検
討
も
し
て
き
た
が
、

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
に
こ
の

約
３
年
間
は
活
動
が
で
き

な
か
っ
た
。
今
後
県
と
も

協
議
を
し
検
討
し
て
い
き

た
い
。

（
※
）
誘
致
企
業
が
決
定

し
た
段
階
で
造
成
を
行
う

方
式
。

梶原 貞則 議員
か じ は ら さ だ の り

南部工業団地の早期造成を

答 県とも協議し検討していきたい

17

一
般
質
問

町
政
を
徹
底
追
求
！

　議
会
だ
よ
り
に
掲
載
し
て
い
る
議
員
の
一
般
質
問
の
文
責
は
各
議
員
に
あ
り
ま
す
。

企
業
誘
致

▲有田町の人口推移及び出生数推移

▲南部工業団地開発後のイメージ
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　去る３月２６日に議会運営委員６人と正副議長、随行の議会事務局長の９人で玄海町議会を

訪れた。今回の訪問の目的は、玄海町で施行されている「通年議会制」と「議会基本条例」の調査・

研修である。従来、町長の招集により年４回の定例会（３、６、９、１２月）と、必要に応

じた臨時議会を開催し、その都度開会閉会を繰り返していた。しかし「通年議会」では、会

期を年１回として、その期間は議長の権限でいつでも議会を再開できる。

　また住民自治の根幹をなす議会は、直接選挙によって選ばれた議員による町の最高意思決

定機関及び議事機関として、その権限を最大限発揮し、町民福祉の増進と町民の付託に応え

る役割と責務を担っている。玄海町議会では、豊かで住みよい文化的な活力ある町にするため、

活発で自由な議論を重んじ、議会の公正、透明性を確保し、町民に開かれた議会を目指して

不断の努力を重ねることを決意し、議会運営に関する最高規範である「玄海町議会基本条例」

を制定した。

▼導入及び条例制定までの経緯

●議会改革についての行政視察とし

　て、通年議会制導入の柏崎市、軽

　井沢町議会を視察。

　（令和元年７月　全議員参加）

●議会の役割、責務、機能の充実・

　強化を図るため、協議・検討を行

　う議会運営委員会、議員全員協議

　会を各々２回開催。（令和２年）　

●通年議会制導入による条例・規則

　の改正及び制定。

　条例の一部改正１件、規則の一部

　改正２件、条例の制定２件、 全５議案を上程し、賛成全員で可決（令和２年３月２３日）

●告示：令和２年３月２３日　 施行：令和２年６月１日

▼視察・研修を終えて

　参加した議会運営委員と正副議長、事務局長で、今回の玄海町議会訪問を振り返り協議を

行なった。そこで今後、全議員での視察・研修を行い、全員協議会で更に議論を深めること

とした。

令和５年度 議会運営委員会視察研修

▲玄海町議会視察・研修
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★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

◆個性あるまちづくり事業補助について (うきは市 )

◆通年議会及び議会基本条例について（川崎町）

写真は「ファ
ームスティみ

ゆき通り」

写真は「ファ
ームスティみ

ゆき通り」

川崎町役場会
議室での研修

の様子
川崎町役場会

議室での研修
の様子

写真は古民家
を再生したカ

フェ「きふね
」

写真は古民家
を再生したカ

フェ「きふね
」

「ReBorn」（り
ボーン＝再生）

というキャッチ
コピー

「ReBorn」（り
ボーン＝再生）

というキャッチ
コピー

◆全議員視察研修　令和 6年 6月 19 日～ 20 日
視察先・福岡県うきは市・福岡県川崎町

　うきは市では ( 一財 ) 民間都市開発推進機構との
ファンド「ふるさと創生基金」を設立。ふるさと
創生補助制度を使い「古民家」「空き家」などの既
存資源を活用した補助事業を行っている。今回は
古民家を再生した施設「きふね」を視察した。地
元食材を楽しめる施設は道の駅と隣接しており、
平日でも人気が高く集客力がある印象を受けた。

　次に視察した「ファームスティみゆき通り」は、
古民家を改装した２つの宿泊施設とコワーキングス
ペースとフレンチレストランが別棟で併設してあ
り、メインの宿泊施設「ごえん」はインバウンド
の需要が高く、年間の宿泊者数は約 1000 人で、
その内の約 700 人が外国人とのこと。
今後の有田町の古民家再生のキーワードは新しい
かたちの観光産業の創出が必要であると感じた。

　議会基本条例の作成は議会改革特別委員会にお
いて研修を含めて 40 回程会議を開き、議員全員に
よる条例案の審議や町の執行部との意見交換等を
実施して平成22年 6 月 4 日に条例案を提出、全会
一致で可決し施行された。その経緯の説明を受け、
町議会は何をするところかを明確にする必要性が
あるので有田町も議会改革として取り組みたい。

　川崎町の議会基本条例の特色としては会期が通
年。通年議会にすることで緊急時の対応体制を迅
速化することや、議会の権限強化を図ることで町
の基本計画や住民に係わる計画なども議決事項に
追加されている。加えて反問権も付与して論点や
争点を明確化することで議会と執行部の議論の質
を高める議会運営を目指すことも条文化されてい
る。議会基本条例と通年議会の必要性を強く感じた。
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　北海道釧路町議会より４名様が表

敬訪問された。有田町議会からは、

今泉議長、松尾副議長、原田議員が

出席し、議員定数や議員報酬などの

議員の身分の問題、また、姉妹都市

構想や子どもたちの交流等、両町の

今後の交流について、多方面にわた

り、有意義な意見交換を行った。　

　有田町議会では４つの委員会（文教

厚生常任委員会、産業建設常任委員会、

総務常任委員会、議会広報発行特別委

員会）での勉強会を定期的に開催して、

議会の活性化を図っている。

◆発議第３号　政治への信頼を取り戻すことを求める意見書については賛成多数で可決し、地

　方自治法第９９条の規定により衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣及び法務大

　臣宛に意見書を提出した。

■議長交際費支出状況（令和６年４月～６月）

「
打
つ
手
は
無
限
」

素
晴
ら
し
い
名
画
よ
り

と
て
も
す
て
き
な
宝
石
よ
り
も

も
っ
と
も
っ
と
大
切
な
も
の
を

私
は
持
っ
て
い
る
。

ど
ん
な
時
で
も

ど
ん
な
苦
し
い
場
合
で
も

愚
痴
を
言
わ
な
い
。

参
っ
た
と
泣
き
ご
と
を
言
わ
な
い
。

何
か
方
法
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

何
か
方
法
は
あ
る
は
ず
だ

周
囲
を
見
回
し
て
み
よ
う

い
ろ
ん
な
角
度
か
ら

眺
め
て
み
よ
う
。

人
の
知
恵
も
借
り
て
み
よ
う
。

必
ず
何
と
か
な
る
も
の
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
打
つ
手
は
常
に

無
限
で
あ
る
か
ら
だ
。

「
滝
口
長
太
郎
の
言
葉
よ
り
」

心
に
響
く
言
葉
に
励
ま
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
豊

議
会
広
報
発
行
特
別
委
員

　
委
員
長
　
　
諸
隈
　
洋
介

　
副
委
員
長
　
樋
渡
　
　
徹

　
委
　
員
　
　
浦
川
　
和
彦

　
委
　
員
　
　
岩
尾
　
　
匡

　
委
　
員
　
　
久
保
田
　
豊

　
委
　
員
　
　
中
島
　
達
郎

あ
と
が
き

項目

会費

雑費

合計

件数 支出額（円） 備　　　　　　考

４ 24,000

12,034

36,034

行政懇談会費ほか３件

４ 東地区戦没者追悼式供花料ほか３件

８

発
行
／
有
田
町
議
会
　
編
集
／
議
会
広
報
発
行
特
別
委
員
会
　
〒
八
四
九
ー
四
一
九
二

佐
賀
県
西
松
浦
郡
有
田
町
立
部
乙
二
二
〇
二
　
☎
〇
九
五
五
ー
四
六
ー
二
一
一
七（
直
通
）　
印
刷
／
㈲
山
口
印
刷

有田町議会
HP はこちら

北海道釧路町議会から表敬訪問

委員会勉強会の様子
（写真は議会広報発行特別委員会）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
▲令和６年５月９日（木）議員控室において

▲令和６年４月１８日（木）議員控室において


